
次世代のテクノロジーで、
お客様に寄り添う資産運用を。

詳しくはこちら

4RAPとは？ 「投資一任サービス」を実現するSaaS 型のプラットフォーム

4RAP 導入実績

4RAPは投資一任サービスに必要な

をワンストップで提供
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お客様の目的別に
複数の運用商品を提供

任意の
運用会社

対面 / オンライン両方に対応
（同時展開可能）

例えば、AA銀行ラップ
『ホワイトラベル』で提供

旅行老後

※自社で「運用商品」を提供する場合は「運用基盤システム」のみ活用することも可能です

※一般社団法人 資産運用業協会
「契約資産状況『ラップ業務』『投資一任業』」の2022

年3月末および同年9月末の資料を基に、ラップ業
務を営む協会会員全26社を比較。SBI証券調べ。

SBI証券が対面チャネル向けに提
供するサービス「SBIラップ×」の
第1号商品。2022年10月20日より
SBI新生銀行が開始。 

2022年3月31日よりSBI証券が提
供を開始。

2023年4月24日より愛媛銀行が
提供を開始。 
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ファンドラップ・ロボアド
ご契約 増加件数

※



4RAPの強み 運用基盤システム

4RAPの強み 特徴的なラップ・ロボアド商品をホワイトラベルで提供可能運用商品

01 自社口座

自社の銀行、証券口座で投資一任契約が可能

02 複数サービス

1つの口座で複数目的・複数商品の同時運用が可能

03 対面 + オンライン

対面ビジネス向けにもオンライン向けにも利用可能

04 疎結合型 SaaS
金融機関への導入＆機能拡張を低コスト化

顧客・
資金流出無し

口座開設の
簡素化

目的別に
複数ゴール

複数商品（コア・
サテライト）

コンサル付きの
対面サービス

オンライン完結の
ロボアドサービス

対面/オンライン
別に異なる

商品展開が可能

金融機関既存
システムとの

接続容易

共通機能は
標準プラン内で

順次拡張

複数の投資運用
業者との

接続が可能

任意の投資運用
業者と連携した
商品組成が可能

取扱商品を順次拡大中 !

【SBI ラップについて】

ご投資の際は所定の手数料等（運用資産額（現金部分を除く）に対して 0.660%（税込・年率）の手数料、等）をご負担いただきます。また、金融商品の取引においては、株価、為

替、金利、その他の指標の変動等により損失が生じるおそれがあります。ご投資の際にかかる手数料等およびリスクの詳細については、SBI 証券 WEB サイトの当該商品のページ、

契約締結前交付書面、交付目論見書等の内容を十分にご確認ください。

■株式会社 SBI 証券

日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人資産運用業協会、一般社団法人 日本 STO 協会、日本商品先物取引協会、

一般社団法人日本暗号資産等取引業協会

■株式会社 FOLIO
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第 2983 号

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人資産運用業協会

ロボアドバイザーが、利用者のリスク許容度を測定し、
最適な配分の国際分散投資を、シミュレーション を示
しながら提案・運用する、標準的なロボアドバイザーの
利点を完備した商品。

AI による 40 以上のマーケットデータを活用した将来予
測を基に、ダイナミックに投資配分を変更しながら好パ
フォーマンスを追求。さらに、AI の定期的な機械学習
による継続的な運用改善も期待される、AIフル活用型の
最新ロボアドバイザー商品。

40種類以上の
マーケットデータ 機械学習 AIによる

リターン予測
リスク

許容度診断 シミュレーション 国際分散投資

業界標準ロボアド商品 AIフル活用 最新ロボアド商品


